
自治事務 法定受託事務

■職員□一部委託 □全部委託 □指定管理 □市民ボランティア □NPO等 □その他( )
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※令和７年度は決算見込み額です。

※　人件費相当額試算は、従事職員数に平均人件費を用いて試算したものです。

25,327,811 0

・空気ボンベ・消防ホー
ス

・空気ボンベ・消防ホー
ス・潜水資器材

・空気ボンベ・消防ホー
ス・潜水資器材
・除染資器材

・空気ボンベ・消防ホー
ス・潜水資器材

25,653,000

執行体制

項 目

令和8年度

事務事業を
構成する
予算事業

本事業の
主な業務

各種資器材の購入及び更新

各種資器材の保守点検

各種資器材の修繕

災害対策に関する消耗品及び備品の整備

作成日

細事業名

事
業
費 地方債

年度別計画

12,508,000 20,804,000

0

決算額

国支出金

20,176,000

20,604,771

4,297,000

6,664,121

0

単位：円

15,879,000

総事業費試算

人件費相当試算※

従事職員数（人）人件
費

16,518,281 18,653,174

7,869,557 6,408,132

1.00

事務事業評価表
１．基本事項

0.80 1.00

根拠法令
個別計画等

事業区分

目的
※何のために

消防署資器材管理事業

　災害から住民の生命、身体及び財産を守るため。

対象
※誰・何を対象に

区分 款

手段
※どのように

　資器材の購入、更新、修繕及び保守点検を実施する。

成果
※何を求めるか

　活動体制を整備し消防力の強化を図る。

中項目 1 備えができ安全・安心なまちづくり

0

事務事業

2

事業概要

２．事業費（投入コスト）

総
合
計
画

主要プロジェクト

0

1,984,603 2,972,208 9,844,007 6,377,762

8,778,000

0 0 0

25,327,811

区分

大項目

小項目

4

　住民の生命、身体及び財産を守るために火災、救急、救助等の災害活動時や訓練時に使用する資器材の購入、更
新、修繕及び保守点検を実施し、多種多様な災害現場に対応できるよう活動体制を整備するものである。

県支出金 0 159,000 0 0 0

常備消防費

財
源
内
訳 他特定財源

一般財源

予算（現額）

0

消防費

　隊員が災害活動時または訓練時に使用する資器材等。

0

38,043,452 33,388,734

12,715,641 13,212,734

1.50 1.50

9,113,834

0

12,245,042

令和5年度 令和6年度

28,827,012

8,222,241

令和08年06月09日(火)

令和9年度

　消防法

■ □

10,760,764 18,950,049

深谷消防課 担当係 深谷消防署 管理番号 54111消防署資器材管理事業（常備消防費）

安心とやすらぎを感じられるまち

消防・救急体制の充実

令和7年度

消防費

8,648,724

・空気ボンベ・消防ホー
ス

担当課

令和4年度

前年度決算額（円）

一般会計



目標値の算定根拠/実績値の出所

観点別評価は、指標達成の有無の他、その達成率も勘案して総合的に評価します。
目標値の設定がないものについても、進捗状況等を踏まえA～Cの三段階にて評価します。

・活動実績は、見込みに沿い、か
つ投入資源に見合っているか。

（１）事業達成度評価
事業達成度評価は、意図した活動により事業目的に適う成果がでているかを評価します。
（評価基準）（A:達成している　B:おおむね達成している　C:達成していない）

A活動

評価理由・指標数値の推移
　各隊が使用する資器材の備品について消防資器材整備方針を基に計画的
に購入し配備することができた。また、呼吸・循環管理用資器材等の保守
点検について、日常点検及び特殊な技術を要する専門業者へ依頼し実施す
ることができた。

指標名

保守点検実施率

資器材故障時における修繕率

目標値

実績値

災害時における資器材作動率

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

評価評価の観点区分

100.00 100.00100.00

100.00 100.00

100.00 100.00

％

目標値

実績値

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

活動指標２

成果指標１

単
位

品目

３．評価指標

目標値の算定根拠/実績値の出所

活動指標１
実績値

消防資器材整備方針に基づく購入品目数とする。　/　備品購入品目数

区分

備品購入品目数

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

成果指標２

実績値の算出式

実績値

100.00 100.00 100.00 100.00

目標値

100.00

100.00

災害時における資器材１００％の作動を目標とする。　/　使用数／災害数×１００

実績値の算出式

100.00 100.00 100.00

100.00

100.00

％

　

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

令和
9年度

令和
4年度

令和
5年度

令和
6年度

評価者 課長補佐兼管理係長　池田　忠勝

区分 評価の観点 評価 評価理由

効率性

・意図した成果が上がっている
か。
・指標未達成の場合は、その原因
を分析できているか。

・ICTの活用や業務改善が充分か。
  ※検証必須
・コスト面など効率的に執行できてい
るか。
・民間委託や他事業との統合・連携が
可能か。

　令和6年度の組織再編により、指揮隊や救助隊の統合によって、それぞれ
の署所で管理していた現場活動用の備品が集約され、管理数が減少したこ
とでランニングコストが抑えられた。
　各年度によって災害件数の違いや、整備する資器材、消耗品が異なる
が、資器材の集約によって消耗品費や保守点検費用が抑制でき効率的であ
る。
　

A

A

　各種資器材に故障等による異常があった場合、修繕や更新に伴う対応を
適切に実施したことで、災害時における資器材の作動率100％を達成した。

成果

（２）事業効率性評価
事業効率性評価は、執行体制や手段など効率的に事務事業を執行しているかを評価します。
（評価基準）（A:効率的である　B:高める余地あり　C:効率的でない）

評価者 課長補佐兼管理係長　池田　忠勝

4.00 9.00 10.00 5.00

４．観点別評価

目標値

実績値

目標値

実績値の算出式

4.00

100.00 100.00

資器材の故障に対する１００％の修繕を目標とする。　/　修繕数／故障件数×１００

100.00 100.00

100.00 100.00

100.00

　

令和
7年度

令和
8年度

4.00

100.00100.00

100.00

％

3.00

呼吸・循環管理用資器材等の保守点検実施率　/　保守点検品目数／実施数×１００

100.00 100.00

9.00 10.00


